


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































① 鴻郡陵（鴻隙大肢） 汝南郡安陽・慎陽・新息 『漢書』蓼方進伝・『後漢書』郡農伝・方
術伝
② 鯛陽阪（鯛陽渠・ 汝南郡鯛陽 『後漢書』何敵伝・『北道書紗』引華嬌
三丈破） 『後漢書』・『水経注』
③ 青陵 汝南郡新薬 r水経注』汝水注
④ 葛肢 汝南平輿・鯛陽 『後漢書』費長房伝・『三国志』魏志・許
楮伝
⑤ 周氏阪 汝南郡安城 『後漢書』周嬰伝













① 榮（焚）澤 河南郡焚陽 『後漢書』郡国志
② 囑池 河南郡榮陽 『漢書』地理志・『水経注』
③ 圃田澤 河南郡中牟 『漢書』地理志・『後漢書』郡国志
④ 逢池（逢澤） 河南郡開封 『漢書』地理志
⑤ 制澤 河南郡開封 『後漢書』郡国志
⑥ 長垣澤 陳留郡長垣 『後漢書』呉祐伝
⑦ 牧澤 陳留郡凌儀 『水経注』渠水注引『陳留風俗伝』
⑧ 長楽塵大澤 陳留郡尉氏県 『水経注』渠水注引『陳留風俗伝』
⑨ 黄池 陳留郡平丘 『後漢書』郡国志
⑩ 東昏大澤 陳留郡東昏県 『後漢書』儒林・楊倫伝
〈D地区　山陽・濟陰郡・浦国・梁国〉
① 鍾野澤（大埜澤・ 山陽郡鍾埜 『史記』夏本紀集解・『漢書』地理志・
大野澤） 『後漢書』郡国志
② 雷澤 濟陰郡成陽 『漢書』地理志・『後漢書』郡国志
③ 荷澤 濟陰郡定陶 『漢書』地理志
④ 成武大澤 濟陰郡成武県 『後漢書』儒林列伝・孫期伝
⑤ 河澤（東阿大澤） 東郡東阿 『春秋左氏伝』杜注
⑥ 豊西澤（大澤） 沽国豊 『後漢書』郡国志
⑦ 蒙澤 梁国蒙 r後漢書』郡国志
⑧ 盟諸澤 梁国誰陽 『漢書』地理志。孟瀦澤・明都澤
⑨ 大澤（郷） 茄国豊県 r後漢書』郡国志
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A地区　汝南・頴川郡　　灘　　難雛　C地区
・地区下掴　　幽璽D地区
　　地図1漢代准北平原破澤地図
河南郡。陳留郡
山陽郡・濟陰郡・
東郡・浦国・梁国
　
為
り
、
御
史
大
夫
孔
光
と
共
に
橡
　
を
遣
わ
し
行
視
せ
し
め
、
以
為
え
　
ら
く
「
陵
水
を
決
去
せ
し
む
れ
ば
、
　
其
の
地
肥
美
と
な
り
、
堤
防
の
費
　
を
省
き
、
而
し
て
水
憂
無
か
ら
ん
」
　
と
、
遂
に
奏
し
て
こ
れ
を
罷
む
。
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
（
『
漢
書
』
覆
方
進
伝
）
　
蕃
方
進
は
前
漢
成
帝
期
の
人
。
鴻
郡
陵
（
鴻
隙
大
陵
）
は
す
で
に
成
帝
以
前
に
造
ら
れ
て
い
た
が
、
成
帝
期
の
大
雨
に
よ
り
度
々
陵
が
横
溢
し
て
水
害
を
発
生
さ
せ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
丞
相
の
葎
方
進
は
肢
を
決
壊
さ
せ
れ
ば
水
害
の
憂
い
は
無
く
な
る
と
上
奏
し
、
破
を
破
壊
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
の
ち
阪
に
よ
る
貯
水
が
で
き
な
く
な
り
、
王
葬
期
に
は
常
に
旱
魎
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
、
人
々
は
程
方
進
を
怨
ん
で
童
謡
を
作
っ
村松漢代准北平原の地域開発45
表
2
　
『
水
経
注
』
記
載
汝
南
郡
破
池
史
料
史
　
　
　
　
　
　
料
出
　
　
典
（
1
）
　
慎
水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
（
慎
）
水
出
慎
陽
県
西
、
而
東
逞
慎
陽
県
故
城
南
…
慎
水
又
東
流
、
積
為
憔
破
。
肢
水
又
東
南
流
為
上
慎
破
、
又
東
為
中
慎
破
、
又
東
南
為
下
慎
肢
、
皆
與
鴻
郡
破
水
散
流
。
其
破
首
受
准
川
、
左
結
鴻
陵
…
阪
水
散
流
、
下
合
慎
水
、
而
東
南
蓬
息
城
北
、
又
東
南
入
准
、
謂
之
慎
口
。
『
水
経
注
』
准
水
注
（
2
）
　
申
破
水
（
申
破
）
水
上
承
申
破
干
新
息
県
北
、
東
南
流
分
二
水
。
（
一
水
は
（
2
）
ー
①
へ
）
一
水
蓬
深
丘
西
、
又
屈
蓮
其
南
、
南
派
為
蓮
湖
水
、
南
流
注
干
准
。
『
水
経
注
』
准
水
注
（
2
）
1
①
申
破
枝
水
（
申
破
枝
）
水
首
受
（
申
）
破
水
干
深
丘
北
、
東
逞
釣
垂
南
。
…
又
東
逞
陽
亭
南
、
東
南
合
准
。
『
水
経
注
』
准
水
注
（
3
）
　
青
陵
水
『
水
経
注
』
汝
水
注
（
4
）
波
水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
（
波
）
水
首
受
慎
水
干
慎
陽
県
故
城
南
阪
。
破
水
両
分
、
（
一
水
は
（
4
）
1
①
へ
）
自
肢
東
北
流
、
積
為
同
阪
。
破
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
水
又
東
北
、
又
結
而
為
破
、
世
謂
之
害
陵
。
破
水
又
東
南
流
、
注
壁
陵
。
陵
水
又
東
北
為
太
破
。
破
水
又
東
入
汝
。
『
水
経
注
』
汝
水
注
（
4
）
ー
①
北
肢
水
『
水
経
注
』
汝
水
注
（
5
）
濾
水
『
水
経
注
』
汝
水
注
（
6
）
　
潤
水
　
　
　
　
　
1
（
潤
）
水
首
受
富
破
、
東
南
流
為
高
塘
破
、
又
東
、
積
而
為
破
水
、
東
注
焦
陵
破
。
焦
湖
東
注
、
謂
之
潤
水
、
蓮
汝
陰
県
東
、
逞
荊
亭
北
、
而
東
入
准
。
『
水
経
注
』
准
水
注
（
7
）
　
焦
陵
破
水
　
　
　
　
　
　
　
　
1
（
焦
陵
）
破
水
北
出
為
鯛
陵
、
陵
水
潭
張
、
引
潭
北
注
汝
陰
、
四
周
院
錘
、
下
注
穎
水
。
『
水
経
注
』
准
水
注
（
傍
線
部
は
破
。
ゴ
シ
ッ
ク
は
漢
代
よ
り
存
続
し
た
と
考
え
ら
れ
る
破
。
准
水
沿
岸
か
ら
頴
水
沿
岸
方
面
へ
東
北
方
向
に
配
列
し
た
）
46東洋文化研究8号
　　　　　　鉾
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　　　　　　　　　下慎破
　　鰍
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　　　＼
＼　深丘
　蓮湖水
地図2　『水経注図』汝南郡周辺（一部改変）
e
瞳
隊
朝
ト
マ
　
　
（
7
）
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
後
漢
初
期
、
郡
農
な
る
人
物
が
こ
の
破
の
修
復
を
お
こ
な
っ
た
。
『
後
漢
書
』
郡
農
伝
に
　
　
（
建
武
十
三
年
）
復
た
汝
南
太
守
と
為
る
…
…
（
建
武
十
八
年
）
（
郡
）
農
、
鴻
郡
破
の
数
千
頃
の
田
を
興
し
、
汝
土
以
て
股
た
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
魚
稲
の
饒
は
官
郡
に
流
術
す
。
　
と
あ
る
。
郵
農
は
南
陽
新
野
の
出
身
で
、
光
武
帝
の
姉
を
嬰
っ
た
人
物
。
王
葬
末
年
か
ら
光
武
帝
に
従
軍
し
、
建
武
二
十
五
年
に
卒
し
た
。
建
武
十
三
年
に
汝
南
太
守
と
な
っ
た
彼
は
鴻
郡
岐
を
修
復
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
数
千
頃
の
田
が
灌
概
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
生
産
さ
れ
る
魚
・
稲
は
ほ
か
の
郡
に
も
流
通
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
修
復
工
事
で
は
習
方
進
の
破
壊
に
よ
り
、
す
で
に
か
つ
て
の
鴻
隙
大
陵
の
水
利
施
設
の
構
造
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
地
の
水
脈
に
詳
し
い
許
楊
な
る
人
物
が
指
揮
に
当
た
っ
た
。
許
楊
は
同
じ
汝
南
郡
の
平
輿
県
の
出
身
。
年
少
か
ら
術
数
を
好
み
、
漢
末
に
王
葬
の
も
と
で
酒
泉
都
尉
に
な
っ
た
が
、
新
の
滅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
亡
後
に
は
郷
里
に
戻
っ
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
こ
の
鴻
郁
阪
の
修
復
工
事
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
（
『
後
漢
書
』
方
術
．
許
楊
伝
）
。
こ
の
破
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
正
史
で
は
汝
南
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
水
経
注
』
准
水
注
に
は
、
慎
陽
県
故
城
の
南
を
過
ぎ
た
慎
水
が
憔
破
・
上
慎
破
・
中
慎
破
・
下
慎
破
を
形
成
し
、
そ
の
水
が
鴻
郡
破
に
散
流
す
る
と
記
載
が
あ
り
、
慎
陽
県
の
東
南
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
［
表
2
］
ω
慎
水
参
照
）
。
ま
た
、
楊
守
敬
『
水
経
注
図
』
で
は
汝
水
と
准
水
の
間
、
汝
南
郡
安
陽
．
慎
陽
．
新
息
の
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
間
に
示
さ
れ
て
い
る
。
A
I
②
鯛
陽
破
　
汝
南
郡
鯛
陽
県
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
何
倣
汝
南
太
守
と
為
る
、
鯛
陽
の
蕾
破
を
修
治
し
て
、
概
田
萬
頃
、
墾
田
三
萬
鯨
、
威
な
其
の
利
に
頼
る
。
吏
民
石
に
刻
し
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
敵
の
功
徳
を
頒
す
。
（
『
北
堂
書
釣
』
巻
七
四
引
華
嬌
『
後
漢
書
』
何
敬
伝
）
　
何
傲
は
扶
風
平
陵
の
出
身
。
そ
の
六
世
の
祖
先
で
あ
る
何
比
干
は
汝
南
郡
汝
陰
県
の
人
で
、
本
始
元
年
に
扶
風
平
陵
に
徒
民
さ
れ
た
（『
繩
ｿ
書
』
何
敵
伝
注
引
『
何
氏
家
伝
』
）
。
何
散
が
汝
南
太
守
に
な
っ
た
の
は
永
元
年
間
以
前
、
後
漢
安
帝
期
で
あ
る
。
鯛
陽
陵
は
48東洋文化研究8号
『
後
漢
書
』
で
は
「
鯛
陽
旧
渠
」
、
『
水
経
注
』
汝
水
注
で
は
コ
ニ
丈
陵
」
「
三
厳
水
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
汝
水
と
頴
水
の
中
間
を
流
れ
る
葛
破
水
沿
い
に
位
置
し
、
南
岸
に
鯛
陽
県
が
あ
る
（
『
水
経
注
』
汝
水
注
、
［
表
2
］
⑤
濾
水
参
照
）
。
A
I
③
青
破
　
汝
南
郡
新
察
　
　
漢
霊
帝
建
寧
三
年
、
新
養
河
南
猴
氏
の
李
言
、
青
破
を
修
復
せ
ん
・
と
を
上
請
す
…
：
灌
概
吾
鯨
頃
・
（
『
水
経
注
』
汝
錘
）
　
李
言
は
河
南
ヂ
繧
氏
県
出
身
で
、
後
漢
末
期
の
霊
帝
時
期
に
は
汝
南
郡
新
票
県
長
と
な
っ
た
人
物
。
彼
の
在
任
中
、
青
岐
の
修
復
を
上
奏
し
、
そ
の
結
果
、
五
百
余
頃
が
灌
概
さ
れ
た
と
い
う
。
青
陵
は
慎
陽
県
の
上
慎
肢
を
水
源
と
し
て
次
々
と
小
規
模
な
陵
を
経
由
し
て
汝
水
・
准
水
へ
と
入
る
破
で
、
新
察
県
の
東
南
に
位
置
す
る
（
［
表
2
］
㈹
青
陵
水
参
照
）
。
　
以
上
三
件
の
破
は
主
に
灌
概
用
水
の
た
め
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
例
は
世
俗
社
会
か
ら
離
れ
て
生
活
す
る
場
と
し
て
の
破
で
あ
る
。
A
I
④
葛
破
　
汝
南
平
輿
県
・
鯛
陽
県
　
　
（
費
）
長
房
辞
し
て
帰
す
に
、
翁
は
一
竹
の
杖
を
与
え
て
日
く
「
此
れ
に
騎
し
て
之
く
所
に
任
せ
ば
、
則
ち
自
ら
至
ら
ん
。
既
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
至
ら
ば
、
杖
を
以
て
葛
陵
中
に
投
ず
べ
き
な
り
」
と
。
（
『
後
漢
書
』
方
術
・
費
長
房
伝
）
　
費
長
房
は
汝
南
の
出
身
で
、
薬
を
売
る
翁
と
の
や
り
と
り
の
な
か
で
こ
の
よ
う
な
一
節
が
記
さ
れ
て
い
る
。
葛
破
の
位
置
は
『
後
漢
書
』
の
注
に
は
「
陵
は
今
の
豫
州
新
薬
県
西
北
に
在
り
。
」
と
あ
り
、
ま
た
、
『
水
経
注
』
汝
水
注
に
よ
る
と
、
汝
水
の
東
を
東
南
方
向
に
流
れ
る
濾
水
と
い
う
河
川
が
平
輿
県
の
南
で
分
流
し
て
、
左
手
に
滞
留
し
た
貯
水
池
が
葛
破
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
葛
肢
を
経
て
か
ら
は
葛
阪
水
と
な
り
、
鯛
陽
破
．
鯛
陽
県
を
経
て
富
陵
を
通
り
准
水
へ
と
流
れ
込
む
（
『
水
経
注
』
汝
水
注
［
表
2
］
⑤
憶
水
）
。
つ
ま
り
、
葛
阪
は
平
輿
．
鯛
陽
に
位
置
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
後
漢
末
に
は
許
楮
が
曹
操
鷹
下
と
な
る
以
前
に
汝
南
葛
破
の
賊
万
余
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
を
率
い
た
と
あ
り
（
『
三
国
志
』
魏
志
・
許
楮
伝
）
、
葛
阪
は
世
俗
社
会
や
国
家
と
は
離
れ
た
破
と
し
て
史
料
に
み
ら
れ
る
。
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A
l
⑤
周
氏
破
　
汝
南
郡
安
城
　
　
先
人
の
草
盧
の
岡
畔
に
結
す
有
り
、
下
に
破
田
有
り
、
常
に
騨
に
勤
め
て
以
て
自
給
す
。
身
ら
耕
漁
す
る
所
あ
ら
ざ
れ
ば
則
ち
食
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
さ
ず
。
（
『
後
漢
書
』
周
愛
伝
）
　
周
婁
は
汝
南
郡
安
城
県
の
出
身
で
、
十
歳
で
学
問
を
は
じ
め
、
逸
民
的
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
そ
の
際
に
、
「
陵
田
」
で
自
給
自
足
生
活
を
し
て
匙
・
安
帝
の
延
光
二
年
に
招
讐
れ
た
が
・
病
を
理
由
に
断
・
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
・
と
か
・
・
、
後
漢
中
期
の
人
物
で
あ
る
。
安
城
県
は
汝
水
の
南
岸
の
都
市
。
　
以
上
、
汝
南
郡
に
は
具
体
的
な
名
称
の
わ
か
る
肢
が
5
件
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
後
漢
時
代
、
汝
南
郡
に
は
多
く
の
破
が
存
在
し
て
い
た
。
『
後
漢
書
』
飽
笠
伝
に
、
　
　
（
飽
昼
）
後
に
汝
南
太
守
を
葬
す
。
郡
に
陵
池
多
く
、
歳
歳
決
壊
し
、
年
常
に
三
千
鯨
萬
を
費
す
。
笠
乃
ち
上
に
方
梁
石
油
を
作
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
　
　
り
、
水
常
に
饒
足
し
、
概
田
倍
多
に
し
て
、
人
以
て
股
富
た
り
。
　
と
あ
り
、
鞄
呈
が
汝
南
太
守
と
な
っ
た
と
き
、
郡
内
に
多
く
の
破
が
あ
っ
た
が
毎
年
の
よ
う
に
決
壊
し
、
多
額
の
修
復
費
が
か
か
っ
た
。
そ
こ
で
飽
豆
は
「
方
梁
石
油
」
を
作
り
、
そ
の
お
か
げ
で
水
が
常
に
充
足
し
、
郡
内
の
灌
概
面
積
が
増
し
、
豊
か
に
な
っ
た
と
い
施鮮
O
笠
は
後
漢
王
朝
創
始
の
重
臣
で
あ
っ
た
飽
永
の
子
で
上
党
郡
屯
留
県
の
出
身
。
太
行
山
に
あ
ら
わ
れ
る
山
賊
を
撃
退
し
た
こ
と
か
ら
名
を
挙
げ
、
光
武
帝
の
中
元
元
年
（
五
六
年
）
に
は
司
隷
校
尉
と
な
る
。
明
帝
の
永
平
五
年
（
六
二
年
）
に
免
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
、
汝
南
太
守
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
飽
笠
が
赴
任
し
た
後
漢
初
期
に
は
す
で
に
汝
南
郡
に
は
多
く
の
破
が
建
設
さ
れ
て
い
た
こ
　
　
　
　
（
1
9
）
と
が
わ
か
る
。
　
つ
ぎ
に
、
頴
川
郡
は
洛
陽
の
東
南
、
嵩
山
の
南
に
位
置
し
、
嵩
山
か
ら
南
へ
続
く
丘
陵
の
一
部
で
あ
る
。
郡
に
は
汝
水
の
上
流
域
と
頴
水
本
流
の
上
流
お
よ
び
そ
の
支
流
の
濃
水
・
清
水
が
西
北
か
ら
東
南
方
向
へ
流
れ
て
い
る
。
郡
治
は
陽
程
に
置
か
れ
た
。
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A
I
⑥
灌
氏
肢
　
頴
川
郡
頴
陰
県
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
さ
　
　
（
灌
夫
の
）
家
は
数
千
萬
を
累
ね
、
食
客
は
日
に
数
十
百
人
。
破
池
田
園
あ
り
、
宗
族
賓
客
は
利
を
権
る
を
為
し
、
頴
川
に
横
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
　
（
『
史
記
』
魏
其
武
安
侯
列
伝
）
　
灌
夫
は
頴
陰
の
人
、
父
の
張
孟
は
頴
陰
侯
灌
嬰
の
舎
人
と
な
り
灌
氏
の
姓
を
蒙
っ
た
。
灌
夫
は
景
帝
の
呉
楚
七
国
の
乱
の
際
に
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
中
郎
将
・
代
の
相
と
な
り
、
武
帝
期
に
は
准
陽
太
守
・
太
僕
・
燕
の
相
を
歴
任
し
た
。
こ
の
史
料
は
灌
夫
が
地
元
で
権
勢
を
ふ
る
っ
て
い
る
様
を
描
い
て
い
る
部
分
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
破
は
彼
の
出
身
地
で
あ
る
頴
陰
県
に
所
在
す
る
こ
と
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
頴
陰
県
は
頴
水
上
流
の
北
岸
に
位
置
す
る
。
　
漢
代
の
頴
川
郡
の
様
子
を
描
い
た
具
体
的
な
史
料
は
こ
の
一
件
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
水
経
注
』
な
ど
の
魏
晋
期
の
史
料
の
中
に
は
漢
代
に
は
建
設
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
も
の
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
漢
代
の
頴
川
郡
に
も
汝
南
郡
同
様
、
多
く
の
肢
が
分
布
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
〈
B
地
区
　
下
郵
国
〉
　
下
郵
国
は
後
漢
に
置
か
れ
た
行
政
区
で
、
前
漢
の
行
政
区
分
で
は
臨
准
郡
の
西
部
に
あ
た
る
。
下
に
挙
げ
る
二
例
は
と
も
に
後
漢
時
代
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
下
郵
国
を
地
域
区
分
の
名
称
と
し
て
お
く
。
下
郵
国
は
准
水
下
流
の
平
原
地
帯
に
あ
た
り
、
東
北
か
ら
は
山
東
丘
陵
に
源
を
発
す
る
折
水
、
西
北
か
ら
は
沐
水
・
洒
水
・
唯
水
が
准
水
に
流
れ
こ
む
地
帯
に
あ
た
る
。
後
漢
時
代
の
郡
治
は
下
郵
に
置
か
れ
た
。
B
I
①
蒲
姑
（
如
）
破
　
下
郵
国
取
慮
県
　
　
蒲
姑
破
有
り
（
『
続
漢
書
』
郡
国
志
下
郵
国
取
慮
の
条
）
　
取
慮
県
は
唯
水
と
洒
水
の
合
流
点
の
西
に
位
置
す
る
。
こ
の
肢
の
建
設
者
及
び
年
代
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
前
漢
以
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前
の
史
料
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
後
漢
代
に
建
設
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
B
l
②
蒲
陽
破
　
下
郵
国
徐
県
　
　
（
元
和
）
三
年
、
下
郵
相
に
遷
る
。
徐
縣
の
北
界
に
蒲
陽
披
有
り
、
傍
に
良
田
多
し
、
而
も
埋
廃
し
て
修
む
る
こ
と
莫
し
。
（
張
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
　
萬
為
に
水
門
を
開
き
、
通
引
灌
概
し
、
遂
に
敦
田
数
百
頃
と
成
る
。
（
『
後
漢
書
』
張
萬
伝
）
　
張
萬
は
趙
国
裏
国
県
の
出
身
。
永
平
年
間
か
ら
活
躍
し
は
じ
め
、
建
初
中
に
は
揚
州
刺
史
と
な
っ
た
。
後
漢
章
帝
期
の
元
和
二
年
に
克
州
刺
史
と
な
り
、
翌
年
（
紀
元
後
八
十
六
年
）
下
郵
相
と
な
っ
た
。
か
つ
て
徐
県
の
北
に
蒲
陽
披
（
『
後
漢
書
』
の
注
に
は
「
披
」
と
「
破
」
は
同
じ
と
あ
る
）
が
あ
っ
た
が
、
張
禺
が
赴
任
し
た
と
き
に
は
す
で
に
廃
れ
て
い
た
。
彼
は
こ
れ
を
修
復
し
、
大
い
に
効
果
　
　
　
　
　
（
2
2
）
が
あ
っ
た
と
い
う
。
徐
県
は
酒
水
と
准
水
の
合
流
点
の
西
に
位
置
す
る
。
現
在
の
准
水
下
流
に
位
置
す
る
洪
澤
湖
ほ
と
り
の
酒
洪
県
付
近
に
あ
た
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
准
北
平
原
に
お
い
て
漢
代
に
建
設
さ
れ
た
破
は
八
件
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
分
布
は
汝
水
・
頴
水
沿
岸
（
A
地
区
）
に
六
件
、
唯
水
・
酒
水
・
准
水
の
合
流
す
る
平
原
東
南
部
（
B
地
区
）
に
二
件
で
あ
っ
た
。
特
に
、
頴
水
を
基
準
線
に
そ
の
西
に
破
が
多
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
は
特
徴
的
で
あ
る
。
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三
　
准
北
平
原
に
お
け
る
澤
の
分
布
　
澤
は
山
林
藪
澤
と
総
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
山
や
森
林
・
湖
泊
・
低
湿
地
な
ど
を
複
合
的
に
有
す
る
自
然
環
境
を
示
す
。
『
爾
雅
』
釈
地
で
は
十
藪
、
『
周
礼
』
夏
官
職
方
氏
で
は
九
州
の
澤
藪
、
『
准
南
子
』
墜
形
訓
で
は
九
藪
な
ど
と
様
々
な
組
み
合
わ
せ
で
総
称
さ
れ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
先
秦
時
代
の
状
況
な
ど
を
記
載
し
た
史
料
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
実
際
漢
代
の
准
北
平
原
に
ど
の
よ
う
な
澤
が
分
布
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
る
。
そ
こ
で
、
漢
代
の
史
料
に
具
体
的
な
名
称
が
現
れ
る
准
北
平
原
の
澤
ま
た
は
池
を
整
理
し
て
み
る
と
、
十
六
件
確
認
さ
れ
、
そ
の
分
布
地
区
は
お
お
よ
そ
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
［
表
1
］
［
地
図
1
］
参
照
）
。
〈
C
地
区
河
南
郡
・
陳
留
郡
〉
　
河
南
郡
（
ヂ
）
・
陳
留
郡
は
河
水
の
南
岸
に
あ
た
る
。
河
水
か
ら
引
か
れ
た
渠
水
（
鴻
溝
水
）
が
東
南
方
向
に
流
れ
、
濟
水
・
汲
水
・
唯
水
に
分
岐
す
る
ま
で
の
地
域
に
位
置
す
る
、
こ
こ
に
十
の
池
澤
が
あ
る
。
C
ー
①
榮
澤
（
榮
澤
）
　
河
南
郡
榮
陽
県
　
　
焚
澤
有
り
。
（
『
続
漢
書
』
郡
国
志
河
南
ヂ
榮
陽
県
の
条
）
　
焚
澤
は
『
尚
書
』
禺
貢
に
「
榮
波
甑
澤
」
と
あ
る
も
の
。
榮
陽
県
は
河
水
の
南
に
位
置
し
、
こ
こ
か
ら
東
南
方
向
へ
鴻
溝
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
准
水
・
長
江
流
域
の
物
資
が
集
積
し
、
敷
倉
が
つ
く
ら
れ
、
楚
漢
戦
争
の
際
に
は
こ
の
榮
陽
で
長
期
間
、
両
者
の
争
奪
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
C
ー
②
凋
池
　
河
南
郡
榮
陽
県
　
　
†
水
・
鷹
池
皆
西
南
に
在
り
。
（
『
漢
書
』
地
理
志
河
南
郡
榮
陽
県
の
条
）
　
こ
の
凋
池
も
榮
陽
に
位
置
す
る
。
ま
た
、
『
水
経
注
』
濟
水
注
に
は
「
（
礫
石
渓
）
水
、
榮
陽
城
の
西
南
李
澤
よ
り
出
づ
。
澤
中
水
有
り
、
即
ち
古
の
焉
池
な
り
」
と
あ
り
、
『
水
経
注
』
時
代
に
は
李
澤
と
呼
ば
れ
る
澤
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
あ
る
水
池
が
か
つ
て
の
凋
池
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
C
I
③
圃
田
澤
　
河
南
郡
中
牟
県
　
　
圃
田
澤
、
西
に
在
り
、
豫
州
藪
な
り
。
（
『
漢
書
』
地
理
志
河
南
郡
中
牟
県
の
条
）
　
圃
田
澤
は
『
爾
雅
』
繹
地
第
九
に
「
鄭
圃
田
有
り
」
と
あ
る
。
中
牟
県
は
榮
陽
と
開
封
の
中
間
に
あ
た
る
。
こ
の
澤
は
鴻
溝
の
南
岸
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に
広
が
る
澤
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
4
C
I
④
逢
池
（
逢
澤
）
　
河
南
郡
開
封
県
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
腸
　
　
逢
池
東
北
に
在
り
、
或
い
は
宋
之
逢
澤
を
日
う
な
り
。
（
『
漢
書
』
地
理
志
河
南
郡
開
封
県
の
条
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
究
建
は
前
四
世
紀
に
蓬
澤
違
蓬
澤
の
A
云
L
・
よ
ば
れ
・
会
盟
が
お
・
な
わ
れ
た
地
で
豊
越
剛
漢
の
開
封
県
鏡
在
の
開
畑
封
市
よ
り
も
や
や
南
に
位
置
し
、
逢
澤
は
開
封
県
と
陳
留
県
の
間
に
位
置
す
る
。
陳
留
は
鴻
溝
か
ら
唯
水
が
分
流
す
る
地
点
に
あ
た
る
。
洋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
C
I
⑤
制
澤
　
河
南
郡
宛
陵
県
　
　
制
澤
有
り
（
『
続
漢
書
』
郡
国
志
河
南
郡
宛
陵
県
の
条
）
　
宛
陵
県
は
頴
水
に
東
か
ら
合
流
す
る
清
水
の
東
に
あ
り
、
制
澤
は
『
水
経
注
』
に
よ
れ
ば
「
（
苑
陵
県
故
城
）
二
城
以
東
、
悉
く
破
澤
多
し
、
即
ち
古
の
制
澤
な
り
。
」
と
あ
り
、
宛
陵
県
と
陳
留
郡
尉
氏
県
と
の
問
に
位
置
す
る
。
C
l
⑥
長
垣
澤
　
陳
留
郡
長
垣
県
　
　
（
呉
祐
）
常
に
家
を
長
垣
澤
中
に
牧
し
、
経
書
を
行
吟
す
。
（
『
後
漢
書
』
呉
祐
伝
）
　
呉
祐
は
陳
留
長
垣
の
人
、
の
ち
に
河
間
の
相
に
な
る
。
父
の
死
後
、
ブ
タ
を
飼
っ
て
い
た
故
郷
の
澤
が
長
垣
澤
で
あ
っ
た
。
長
垣
県
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
は
撲
水
と
濟
水
の
間
に
あ
る
。
C
I
⑦
牧
澤
（
蒲
関
澤
）
　
陳
留
郡
凌
儀
県
　
　
（
凌
儀
）
県
倉
頷
・
師
畷
城
有
り
、
上
に
列
偲
の
吹
墓
有
り
、
北
に
牧
澤
有
り
、
中
に
蘭
蒲
出
づ
。
上
に
儒
髭
多
く
、
衿
帯
の
牧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
　
澤
は
、
方
一
十
五
里
、
俗
に
こ
れ
を
蒲
関
澤
と
謂
う
は
即
ち
此
を
謂
う
な
り
。
（
『
水
経
注
』
渠
水
注
引
『
陳
留
風
俗
伝
』
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
と
あ
る
。
吹
皇
は
前
漢
の
梁
の
孝
王
が
増
築
し
た
も
の
と
の
伝
え
が
あ
り
、
そ
の
北
に
牧
澤
が
あ
り
、
凌
儀
県
の
東
南
に
位
置
す
る
。
凌
儀
は
戦
国
魏
の
大
梁
で
あ
る
。
『
史
記
』
魏
世
家
に
「
焚
澤
の
水
を
決
し
て
大
梁
を
灌
す
れ
ば
、
大
梁
必
ず
亡
び
ん
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
前
述
の
焚
澤
を
決
壊
さ
せ
る
だ
け
で
、
水
に
覆
わ
れ
る
ほ
ど
大
梁
は
低
地
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
経
注
』
渠
水
注
に
は
「
漢
文
帝
孝
王
を
梁
に
封
ず
、
孝
王
土
地
下
渥
な
る
を
以
て
、
東
の
か
た
唯
陽
に
都
し
、
又
改
め
て
梁
と
日
う
。
」
と
あ
り
、
漢
の
諸
侯
王
と
し
て
梁
（
の
ち
の
凌
儀
）
に
封
じ
ら
れ
た
孝
王
が
そ
の
土
地
が
低
い
こ
と
を
理
由
に
下
流
の
誰
陽
に
遷
都
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
凌
儀
は
低
地
に
位
置
し
て
い
た
。
竣
儀
県
は
鴻
溝
と
陰
溝
水
が
合
流
し
、
鴻
溝
か
ら
坂
水
が
分
流
す
る
地
点
に
あ
た
り
、
水
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
も
い
え
る
場
所
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
凌
儀
、
周
の
時
、
梁
伯
国
都
を
居
く
所
、
多
く
池
沼
あ
り
」
（『
ｾ
平
御
覧
』
巻
三
五
四
引
『
陳
留
風
俗
伝
』
）
と
あ
る
よ
う
に
、
後
漢
時
代
に
沼
沢
が
多
く
分
布
し
て
い
た
。
凌
儀
は
ほ
ぼ
現
在
の
開
封
市
に
あ
た
る
。
C
I
⑧
長
楽
康
大
澤
　
陳
留
郡
尉
氏
県
　
　
陵
樹
郷
は
故
の
平
陸
県
な
り
。
北
に
大
澤
有
り
、
名
は
長
楽
腹
と
日
う
。
（
『
水
経
注
」
渠
水
注
引
『
陳
留
風
俗
伝
』
）
　
こ
の
平
陸
県
は
前
後
漢
代
を
通
じ
て
陳
留
郡
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
『
続
漢
書
』
郡
国
志
陳
留
郡
尉
氏
県
の
条
注
引
『
陳
留
志
』
に
「
陵
樹
郷
有
り
、
北
に
澤
有
り
、
澤
に
天
子
苑
圃
有
り
、
秦
の
楽
塵
有
り
、
漢
の
諸
帝
以
て
猛
獣
を
馴
養
す
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
陳
留
郡
尉
氏
県
に
長
楽
塵
大
澤
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
『
水
経
注
』
渠
水
注
で
は
尉
氏
県
東
北
に
長
楽
塵
大
澤
が
あ
っ
た
と
す
る
。
尉
氏
県
は
清
水
と
鴻
溝
の
間
に
位
置
し
、
そ
の
南
を
古
制
澤
と
沙
水
を
結
ぶ
長
明
溝
水
が
流
れ
る
（
『
水
経
注
』
渠
水
注
）
。
C
I
⑨
黄
池
　
陳
留
郡
平
丘
県
　
　
黄
池
亭
有
り
。
（
『
続
漢
書
』
郡
国
志
陳
留
郡
平
丘
県
の
条
）
　
黄
池
は
軍
平
公
・
晋
の
定
公
・
呉
の
夫
差
が
会
盟
し
（
『
春
秋
左
氏
伝
』
哀
公
十
三
年
）
、
戦
国
期
に
は
宋
・
魏
・
韓
の
抗
争
地
と
な
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
後
漢
時
代
に
は
こ
の
黄
池
の
ほ
と
り
に
亭
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
平
丘
県
は
濟
水
の
す
ぐ
北
、
長
垣
県
西
南
に
位
置
す
る
。
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、
C
I
⑩
東
昏
大
澤
　
陳
留
郡
東
昏
県
　
　
（
楊
倫
）
陳
留
東
昏
の
人
な
り
。
…
…
遂
に
職
を
去
り
て
、
復
た
州
郡
の
命
に
応
ぜ
ず
。
大
澤
中
に
講
授
し
て
、
弟
子
千
余
人
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
至
る
。
（
『
後
漢
書
』
儒
林
・
楊
倫
伝
）
　
楊
倫
は
後
漢
の
安
帝
期
の
人
。
大
澤
の
位
置
は
わ
か
ら
な
い
が
、
楊
倫
が
地
元
に
帰
っ
て
講
授
し
て
い
た
と
考
え
れ
ば
、
東
昏
県
に
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。
東
昏
県
は
河
水
の
南
、
現
在
の
河
南
省
蘭
考
付
近
で
、
黄
河
の
現
河
道
が
東
か
ら
東
北
方
向
へ
屈
曲
す
る
地
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
に
あ
た
る
。
以
上
の
よ
う
に
陳
留
郡
に
は
多
く
の
澤
が
分
布
し
て
い
た
。
〈
D
地
区
山
陽
郡
・
濟
陰
郡
・
東
郡
・
浦
国
・
梁
国
〉
　
山
陽
郡
・
濟
陰
郡
は
准
北
平
原
の
東
北
隅
に
あ
た
る
地
域
で
、
鍾
野
澤
を
中
心
に
雷
澤
・
荷
澤
な
ど
五
つ
の
澤
が
分
布
す
る
。
浦
・
梁
国
は
唯
水
・
坂
水
流
域
に
位
置
し
、
大
澤
・
蒙
澤
・
盟
諸
澤
の
三
つ
の
澤
が
分
布
し
て
い
る
。
『
史
記
』
貨
殖
列
伝
に
は
「
夫
れ
鴻
溝
よ
り
以
東
、
芒
・
蝪
以
北
は
巨
野
に
属
す
、
此
れ
梁
・
宋
な
り
」
と
あ
り
、
こ
の
地
区
は
ま
さ
に
鴻
溝
の
東
と
芒
蝪
山
の
北
に
位
置
す
る
場
所
で
あ
り
、
鍾
野
澤
を
中
心
と
し
た
藪
澤
群
で
あ
る
と
言
え
る
。
D
I
①
鍾
野
澤
（
大
埜
澤
）
　
山
陽
郡
鍾
埜
県
　
　
鄭
玄
曰
く
「
大
野
、
山
陽
鍾
野
の
北
に
在
り
、
名
は
鍾
野
澤
」
（
『
史
記
』
夏
本
紀
集
解
）
　
『
漢
書
』
地
理
志
山
陽
郡
鍾
埜
県
の
条
に
は
「
大
埜
澤
北
に
在
り
、
克
州
藪
」
と
あ
り
、
『
尚
書
』
萬
貢
で
は
「
大
野
齪
澤
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
鍾
野
澤
は
彰
越
が
常
に
漁
し
た
澤
で
（
『
史
記
』
彰
越
列
伝
）
、
の
ち
に
『
水
潜
伝
』
で
有
名
と
な
る
梁
山
泊
も
こ
の
付
近
に
形
成
さ
れ
た
湖
泊
で
あ
る
。
鍾
野
県
は
濟
水
沿
岸
に
位
置
す
る
。
D
I
②
雷
澤
　
濟
陰
郡
成
陽
　
　
『
禺
貢
』
の
雷
澤
西
北
に
在
り
。
（
『
漢
書
』
地
理
志
濟
陰
郡
成
陽
）
東洋文化研究8号 56
　
『
続
漢
書
』
郡
国
志
濟
陰
郡
成
陽
の
条
に
も
み
ら
れ
る
。
雷
澤
は
舜
が
漁
を
し
た
と
さ
れ
る
澤
（
『
史
記
』
貨
殖
列
伝
）
で
、
『
尚
書
』
禺
貢
に
は
「
雷
夏
既
澤
、
濫
・
沮
会
同
」
と
あ
り
、
灘
水
と
沮
水
が
合
わ
さ
っ
て
澤
に
流
入
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
『
尚
書
』
正
義
）
。
成
陽
県
は
撲
水
・
瓠
子
河
沿
岸
に
位
置
す
る
。
D
I
③
荷
澤
　
濟
陰
郡
定
陶
県
　
　
『
禺
貢
』
の
荷
澤
定
陶
の
東
に
在
り
。
（
『
漢
書
』
地
理
志
濟
陰
郡
の
条
）
　
『
尚
書
』
萬
貢
に
「
榮
・
波
既
猪
、
道
荷
澤
、
被
盟
猪
」
と
あ
る
。
定
陶
は
濟
水
の
沿
岸
に
あ
り
、
荷
澤
は
濟
水
と
洒
水
の
分
離
点
　
　
　
（
3
1
）
に
位
置
す
る
。
D
l
④
成
武
大
澤
　
濟
陰
郡
成
武
県
　
　
孫
期
、
字
は
仲
或
、
濟
陰
成
武
の
人
な
り
。
…
…
家
貧
し
く
、
母
に
事
え
る
こ
と
至
孝
た
り
、
家
を
大
澤
中
に
牧
し
、
以
て
奉
養
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
　
す
。
（
『
後
漢
書
』
儒
林
列
伝
・
孫
期
伝
）
　
孫
期
は
後
漢
末
期
の
成
武
の
人
。
地
元
の
澤
で
ブ
タ
を
飼
育
し
て
い
た
と
い
う
。
成
武
県
は
酒
水
の
南
に
位
置
す
る
。
D
I
⑤
河
澤
（
東
阿
大
澤
）
　
東
郡
東
阿
縣
　
　
濟
北
東
阿
縣
西
南
、
大
澤
有
り
。
（
『
春
秋
左
氏
伝
』
杜
注
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）
　
こ
れ
は
『
左
伝
』
中
に
記
載
さ
れ
た
「
河
澤
」
に
た
い
す
る
杜
預
の
注
で
あ
る
。
『
左
伝
』
の
ま
と
め
ら
れ
た
時
期
か
ら
西
晋
ま
で
の
間
、
東
阿
県
に
は
澤
が
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
漢
代
の
行
政
区
画
で
は
東
阿
県
は
東
郡
内
に
あ
り
、
河
水
と
瓠
子
水
の
間
に
位
置
す
る
。
D
I
⑥
豊
西
澤
（
大
澤
）
　
浦
国
豊
県
　
　
西
に
大
澤
有
り
。
高
祖
、
白
蛇
を
此
に
斬
る
。
（
『
続
漢
書
』
郡
国
志
豫
州
浦
国
豊
県
の
条
）
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（
3
4
）
　
劉
邦
の
母
は
こ
こ
で
身
ご
も
り
、
さ
ら
に
、
劉
邦
が
驕
山
へ
と
刑
徒
を
護
送
中
に
自
ら
逃
亡
し
た
豊
西
澤
も
こ
の
大
澤
で
あ
る
（『
j
記
』
高
祖
本
紀
）
。
こ
の
大
澤
が
秦
漢
交
替
期
を
演
出
し
た
人
物
た
ち
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
の
澤
は
坂
水
か
ら
分
か
れ
た
泡
水
沿
岸
に
位
置
す
る
。
こ
の
澤
の
東
に
は
山
東
丘
陵
が
広
が
り
、
現
在
で
は
南
北
を
つ
な
ぐ
運
河
の
一
部
を
な
し
て
い
る
微
山
湖
・
昭
陽
湖
な
ど
が
あ
る
。
D
I
⑦
蒙
澤
　
梁
国
蒙
県
　
　
蒙
澤
有
り
（
『
続
漢
書
』
郡
国
志
梁
国
蒙
県
の
条
）
　
蒙
澤
は
荘
公
十
二
年
に
宋
萬
が
聞
公
を
試
し
た
と
こ
ろ
。
蒙
澤
は
獲
水
（
坂
水
）
の
水
を
受
け
て
形
成
し
た
も
の
で
（
『
水
経
注
』
　
（
訪
）
獲
水
注
）
、
蒙
県
は
唯
水
と
坂
水
の
間
、
現
在
の
商
丘
市
北
に
位
置
す
る
。
D
l
⑧
盟
諸
澤
　
梁
国
唯
陽
県
　
　
『
禺
貢
』
の
盟
諸
澤
は
東
北
に
在
り
。
（
『
漢
書
』
地
理
志
梁
国
唯
陽
県
の
条
）
　
盟
諸
澤
は
文
公
十
二
年
、
宋
の
昭
公
が
斌
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
『
春
秋
左
伝
』
）
。
『
尚
書
』
萬
貢
に
は
「
導
荷
澤
被
孟
猪
」
と
（
3
6
）
あ
る
。
唯
陽
県
は
現
在
の
商
丘
市
南
に
位
置
す
る
が
、
こ
の
盟
諸
澤
は
渡
水
沿
岸
に
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
唯
陽
県
は
前
漢
時
代
に
梁
の
孝
王
が
凌
儀
か
ら
遷
都
し
た
都
市
で
あ
る
。
そ
の
東
南
に
竹
圃
が
あ
り
、
そ
れ
を
人
々
は
「
梁
王
の
竹
園
」
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
（
『
水
経
注
』
唯
水
注
）
。
こ
れ
は
梁
の
孝
王
が
造
っ
た
東
苑
（
『
漢
書
』
・
『
西
京
雑
記
』
で
は
「
免
園
」
と
も
あ
る
）
と
よ
ば
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
苑
圃
で
あ
る
。
近
年
、
唯
陽
東
南
の
芒
腸
山
東
南
か
ら
前
漢
梁
国
の
王
陵
墓
群
が
発
掘
さ
れ
、
こ
の
孝
王
の
陵
墓
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
芒
硯
山
は
睡
陽
東
南
の
唯
水
と
獲
水
の
間
に
位
置
し
、
海
抜
一
五
六
メ
ー
ト
ル
、
南
北
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
山
で
あ
る
。
こ
の
山
は
劉
邦
や
奨
噌
ら
が
「
芒
腸
山
澤
巖
石
之
間
」
に
隠
れ
た
（
『
史
記
』
高
祖
本
紀
）
場
所
で
、
慮
勘
は
「
芒
は
沽
国
に
属
し
、
腸
は
梁
国
に
属
す
、
二
県
の
界
山
澤
の
固
有
り
、
故
に
其
の
間
に
隠
る
」
（
『
漢
書
』
高
帝
紀
・
注
）
と
し
、
両
県
の
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間
に
は
深
い
山
林
藪
澤
が
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
。
D
1
9
大
澤
（
郷
）
　
浦
国
薪
県
　
　
大
澤
郷
有
り
、
陳
勝
此
に
起
つ
。
（
『
後
漢
書
」
郡
国
志
浦
国
薪
県
の
条
）
　
こ
の
大
澤
郷
は
秦
二
世
元
年
七
月
に
陳
勝
等
が
蜂
起
し
た
場
所
で
あ
る
（
『
史
記
』
項
羽
本
紀
）
。
郷
の
名
称
か
ら
考
え
て
澤
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
浦
郡
（
国
）
の
東
南
部
、
芒
蝪
山
よ
り
も
南
に
位
置
す
る
。
　
以
上
、
准
北
平
原
に
分
布
す
る
澤
は
二
つ
の
地
区
に
整
理
さ
れ
る
。
河
水
南
岸
の
河
南
・
陳
留
郡
の
〈
C
地
区
〉
、
濟
水
・
坂
水
・
唯
水
が
魯
東
丘
陵
に
あ
た
る
地
点
に
あ
た
る
山
陽
・
濟
陰
・
浦
・
梁
国
の
〈
D
地
区
〉
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
潅
北
平
原
西
部
に
は
肢
が
多
く
分
布
し
た
の
に
対
し
て
、
東
部
に
は
澤
が
集
中
し
て
い
た
。
で
は
、
な
ぜ
准
北
平
原
西
部
に
は
多
く
の
陵
が
建
設
さ
れ
、
そ
の
一
方
で
、
東
部
は
澤
す
な
わ
ち
古
く
か
ら
の
自
然
環
境
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
設
・
形
成
過
程
と
そ
れ
ら
が
位
置
す
る
地
理
的
環
境
の
差
異
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
。
つ
ぎ
に
、
破
の
建
設
さ
れ
る
自
然
環
境
と
澤
の
存
在
す
る
自
然
環
境
の
違
い
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍
四
　
准
北
平
原
の
自
然
環
境
と
開
発
の
方
法
　
陵
と
澤
の
成
立
す
る
自
然
環
境
と
は
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
、
A
～
D
地
区
の
地
理
的
環
境
の
差
異
と
澤
・
破
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
こ
こ
で
も
頴
水
を
境
界
線
と
し
て
そ
の
西
を
准
北
平
原
西
部
、
東
を
准
北
平
原
東
部
と
し
て
整
理
し
た
い
。
　
准
北
平
原
西
部
に
は
A
地
区
が
含
ま
れ
る
。
豫
西
丘
陵
と
平
原
部
の
間
に
位
置
す
る
。
こ
の
よ
う
な
地
理
的
環
境
に
建
設
さ
れ
る
陵
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（
3
8
）
の
型
式
は
「
谷
締
切
型
貯
水
池
」
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
阪
の
主
水
源
は
嵩
山
山
系
か
ら
発
す
る
汝
水
と
頴
水
で
、
こ
れ
ら
の
河
川
は
河
水
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
宋
代
の
＝
二
八
年
以
降
、
清
代
の
一
八
五
五
年
に
至
る
ま
で
黄
河
下
流
は
准
水
に
入
る
が
（
黄
河
奪
潅
）
、
こ
の
時
で
も
、
汝
水
に
黄
河
の
水
が
流
入
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
十
三
世
紀
後
半
（
元
代
）
・
十
四
世
紀
末
（
明
初
）
に
、
頴
水
は
黄
河
に
河
道
を
奪
わ
れ
た
が
（
「
奪
頴
入
准
」
）
、
そ
れ
は
鴻
溝
（
浪
湯
渠
）
や
質
魯
河
を
通
じ
て
流
入
し
、
沈
丘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
（
漢
代
の
項
県
）
か
ら
頴
水
に
入
る
と
い
う
経
路
で
あ
っ
て
、
頴
水
上
流
に
黄
河
の
水
が
流
入
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
　
准
北
平
原
東
部
に
は
B
～
D
地
区
が
含
ま
れ
る
。
ま
ず
は
澤
の
分
布
が
多
く
見
ら
れ
る
C
・
D
地
区
か
ら
見
て
み
よ
う
。
C
地
区
の
西
端
は
開
封
市
北
の
現
在
の
花
園
口
付
近
で
、
そ
こ
は
洛
陽
の
北
を
東
西
に
走
る
邨
山
が
途
切
れ
、
広
大
な
東
方
大
平
原
へ
の
出
口
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
あ
た
る
。
西
に
は
項
羽
と
劉
邦
が
対
峙
し
た
広
武
山
が
あ
り
、
そ
の
漢
覇
二
王
城
遺
跡
の
間
に
あ
る
浸
食
溝
が
鴻
溝
す
な
わ
ち
『
水
経
注
』
の
渠
水
（
痕
蕩
渠
）
で
あ
る
。
歴
史
的
に
み
る
と
花
園
口
付
近
か
ら
東
に
流
れ
る
黄
河
は
二
千
年
間
、
約
一
一
〇
度
の
角
度
で
時
に
は
東
北
流
し
、
時
に
は
東
南
流
し
た
。
こ
の
地
区
に
あ
る
澤
は
河
川
が
溢
れ
る
こ
と
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
榮
澤
は
『
尚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
書
』
萬
貢
に
は
「
河
溢
為
榮
」
と
あ
り
、
そ
の
注
に
「
濟
水
河
に
入
り
、
並
流
す
る
こ
と
十
数
里
、
而
し
て
南
し
て
河
を
戯
ち
、
又
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
並
流
す
る
こ
と
数
里
し
て
溢
れ
、
榮
澤
と
為
る
」
と
あ
る
。
榮
澤
周
辺
の
竣
義
は
前
述
し
た
よ
う
に
低
地
（
も
し
く
は
窪
地
）
に
位
置
し
、
河
水
も
し
く
は
そ
の
支
流
の
濟
水
が
増
水
す
る
と
自
然
堤
防
を
越
え
て
後
背
湿
地
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
後
背
湿
地
が
澤
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
黄
河
の
水
の
増
減
と
こ
の
地
区
の
澤
の
形
成
は
相
関
関
係
に
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
澤
が
多
く
分
布
す
る
D
地
区
は
東
に
山
東
丘
陵
、
東
南
に
芒
腸
山
が
あ
り
、
西
か
ら
東
へ
は
濟
水
が
流
れ
、
東
南
方
向
へ
は
唯
水
が
流
れ
て
い
る
。
澤
は
こ
の
河
川
が
丘
陵
に
ぶ
つ
か
る
際
に
水
が
滞
留
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
濟
水
・
唯
水
は
黄
河
水
系
の
一
部
で
あ
り
、
黄
河
の
水
量
に
よ
っ
て
澤
の
拡
縮
が
お
こ
る
。
た
と
え
ば
、
『
史
記
』
夏
本
紀
集
解
に
は
孔
安
国
曰
く
「
明
都
は
澤
名
な
り
、
河
の
東
北
に
在
り
、
水
流
秩
覆
し
て
こ
れ
に
被
る
」
、
『
史
記
』
河
渠
書
集
解
で
は
如
淳
日
「
瓠
子
決
し
て
、
鍾
野
澤
に
灌
ぎ
、
溢
れ
し
む
な
り
」
と
あ
る
。
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総
じ
て
准
北
平
原
東
部
は
黄
河
水
系
の
一
部
を
な
し
て
お
り
、
准
水
よ
り
も
河
水
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
の
方
が
大
き
い
。
澤
は
通
常
、
横
溢
し
た
河
水
を
都
市
に
侵
入
さ
せ
な
い
遊
水
池
の
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
う
い
っ
た
澤
を
つ
な
い
で
鴻
溝
な
ど
の
運
河
を
建
設
し
、
戦
国
期
以
来
、
准
北
平
原
は
水
上
流
通
の
中
心
地
域
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
准
北
平
原
西
部
の
よ
う
に
多
く
の
小
規
模
な
溜
め
池
が
造
ら
れ
た
場
合
、
河
水
が
大
規
模
な
氾
濫
を
お
こ
す
と
、
一
気
に
多
量
の
水
が
河
水
か
ら
流
れ
込
み
、
水
害
の
原
因
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
破
に
よ
る
開
発
は
こ
の
地
域
の
地
理
環
境
に
適
し
て
い
な
か
っ
た
。
逆
に
、
大
量
の
河
水
が
流
入
し
た
時
に
、
で
き
る
だ
け
ス
ム
ー
ズ
に
流
水
で
き
る
よ
う
に
渠
も
し
く
は
溝
が
開
削
さ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
に
河
水
の
影
響
を
受
け
な
い
准
北
平
原
西
部
に
は
陵
に
よ
る
開
発
が
進
み
、
河
水
の
影
響
を
直
接
受
け
る
東
部
で
は
自
然
の
遊
水
池
と
し
て
の
澤
が
残
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
B
地
区
は
頴
水
よ
り
も
東
に
位
置
す
る
が
、
後
漢
代
に
入
っ
て
、
二
件
の
破
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
の
地
区
は
酒
水
・
獲
水
（
汲
水
）
・
唯
水
・
折
水
・
准
水
な
ど
の
黄
河
水
系
・
准
河
水
系
の
河
川
が
集
中
的
に
集
積
す
る
平
野
部
に
位
置
し
て
お
り
、
こ
の
地
域
の
破
は
准
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
北
平
原
西
部
と
異
な
り
「
平
野
部
で
の
自
然
堤
防
型
貯
水
池
」
で
あ
る
。
二
つ
の
破
の
う
ち
、
蒲
陽
破
は
後
漢
章
帝
元
和
年
間
ご
ろ
（
八
四
～
八
七
年
）
に
修
建
さ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
、
こ
の
こ
ろ
、
章
帝
元
和
元
年
（
八
四
年
）
二
月
に
以
下
の
詔
が
出
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
き
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
こ
と
　
　
牛
疫
あ
り
て
よ
り
已
来
、
穀
食
連
に
少
な
き
は
、
良
に
吏
の
教
え
未
だ
至
ら
ず
、
刺
史
・
二
千
石
以
て
負
と
為
さ
ざ
る
に
由
る
。
　
　
其
れ
郡
国
に
令
し
て
人
の
田
無
く
、
宮
の
界
に
徒
り
肥
饒
に
就
か
ん
と
欲
す
る
者
を
募
ら
し
め
、
恣
に
こ
れ
を
聴
せ
。
在
所
に
到
　
　
れ
ば
、
公
田
を
賜
給
し
、
為
に
耕
傭
を
雇
い
、
種
餉
を
貸
し
、
田
器
を
貰
与
し
、
租
を
収
む
る
勿
き
こ
と
五
歳
、
等
を
除
く
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
　
　
三
年
。
其
の
後
、
本
郷
に
還
ら
ん
と
欲
す
る
者
は
、
禁
ず
る
こ
と
勿
か
れ
。
（
『
後
漢
書
』
章
帝
紀
）
　
と
あ
る
。
「
牛
疫
」
は
ウ
シ
が
か
か
る
感
染
症
で
、
永
平
十
八
年
（
七
五
年
）
と
建
初
四
年
（
七
九
年
）
に
発
生
し
た
（
『
後
漢
書
』
章
帝
紀
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
穀
物
の
収
穫
量
が
激
減
し
た
た
め
、
田
の
無
い
者
で
ほ
か
の
県
に
移
動
し
て
食
糧
に
あ
り
つ
こ
う
と
す
る
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者
を
募
り
、
移
動
先
で
は
公
田
を
与
え
、
種
子
や
農
具
を
貸
与
し
、
五
年
間
の
田
租
と
三
年
間
の
算
賦
を
免
除
し
た
。
つ
ま
り
、
多
く
の
人
々
が
移
動
を
許
さ
れ
、
そ
し
て
移
住
先
で
は
大
規
模
な
農
地
開
発
が
急
激
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国
の
方
針
と
し
て
広
域
で
の
大
規
模
な
開
発
が
奨
励
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
詔
が
出
さ
れ
た
前
年
の
章
帝
建
初
八
年
（
八
三
年
）
に
は
准
南
で
王
景
が
鷹
江
太
守
と
な
り
、
そ
の
後
、
葛
破
を
灌
概
に
利
用
し
、
黎
耕
を
教
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
耕
地
面
積
が
倍
増
し
た
。
こ
の
農
地
開
発
も
こ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
艇
）
詔
と
深
い
関
連
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
准
北
平
原
で
も
准
南
と
同
様
に
大
規
模
開
発
が
促
さ
れ
、
破
を
建
設
す
る
の
に
適
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
ま
で
陵
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
あ
ら
わ
れ
が
蒲
如
破
と
蒲
陽
阪
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
『
文
選
』
巻
五
九
「
沈
約
斉
故
安
陸
昭
王
碑
文
」
李
善
注
引
『
東
観
漢
記
』
魯
恭
伝
に
「
魯
恭
中
牟
令
と
為
る
。
宿
訟
・
許
伯
等
、
陵
澤
の
田
を
争
い
、
積
年
、
州
郡
決
せ
ず
」
と
あ
り
、
中
牟
県
で
は
破
澤
の
田
が
係
争
地
と
な
っ
て
い
た
。
河
南
郡
中
牟
県
に
は
圃
田
澤
が
あ
り
、
榮
陽
と
と
も
に
河
水
の
丘
陵
部
か
ら
の
出
口
付
近
の
大
規
模
な
山
林
藪
澤
が
広
が
る
地
区
で
あ
る
。
そ
こ
に
阪
澤
の
田
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
澤
に
破
を
建
設
し
て
、
農
地
と
し
た
土
地
を
争
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
『
後
漢
書
』
魯
恭
伝
に
よ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
建
初
初
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
の
こ
と
で
、
ち
ょ
う
ど
牛
疫
の
流
行
し
て
い
る
時
期
に
あ
た
る
。
こ
こ
で
も
急
速
に
澤
に
破
を
造
り
農
地
化
す
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
る
開
発
が
す
す
め
ら
れ
た
。
　
以
上
の
考
察
か
ら
、
漢
代
に
は
准
北
平
原
西
部
の
丘
陵
と
平
原
の
境
界
部
分
に
陵
が
建
設
さ
れ
、
准
北
平
原
東
部
の
河
水
の
影
響
を
受
け
や
す
い
地
区
で
は
多
く
の
澤
が
分
布
し
、
破
は
建
設
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
後
漢
代
に
至
り
、
牛
疫
を
は
じ
め
と
し
た
災
害
が
頻
発
す
る
中
で
、
食
糧
生
産
を
増
加
さ
せ
る
目
的
で
、
そ
れ
ま
で
破
が
建
設
さ
れ
な
か
っ
た
准
北
平
原
東
部
に
ま
で
肢
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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五
　
お
わ
り
に
　
以
上
で
本
稿
の
考
察
を
終
了
し
、
全
体
を
ま
と
あ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
准
北
平
原
の
な
か
で
頴
水
以
西
を
准
北
平
原
西
部
、
東
を
准
北
平
原
東
部
と
設
定
し
、
准
北
平
原
に
建
設
さ
れ
た
破
と
分
布
し
た
澤
の
デ
ー
タ
を
整
理
し
た
。
そ
の
結
果
、
准
北
平
原
西
部
に
は
澤
は
分
布
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
か
わ
り
多
く
の
破
が
建
設
さ
れ
た
。
西
部
の
主
な
河
川
は
汝
水
・
頴
水
で
こ
れ
ら
は
河
水
の
水
量
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
多
く
の
破
を
そ
れ
ら
の
水
系
に
建
設
し
て
も
、
水
害
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
准
北
平
原
東
部
で
は
多
く
の
澤
は
分
布
す
る
も
の
の
、
破
は
建
設
さ
れ
な
か
っ
た
。
澤
は
河
水
・
濟
水
が
沿
岸
の
自
然
堤
防
を
越
え
て
形
成
さ
れ
た
後
背
湿
地
、
も
し
く
は
河
水
水
系
の
河
川
が
山
東
丘
陵
と
衝
突
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
河
水
の
強
い
影
響
を
受
け
る
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
破
を
建
設
し
た
場
合
、
河
水
が
一
旦
氾
濫
す
る
と
洪
水
を
起
こ
し
て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
前
漢
代
に
は
溝
・
渠
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
陵
は
造
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
後
漢
代
に
入
り
、
牛
疫
を
は
じ
め
と
し
た
災
害
が
発
生
し
、
大
規
模
な
農
地
開
発
に
よ
る
食
糧
生
産
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
以
前
は
陵
を
建
設
し
な
か
っ
た
准
北
平
原
東
部
の
多
く
の
澤
が
分
布
す
る
地
区
に
お
い
て
も
肢
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
上
の
結
果
か
ら
、
杜
預
が
上
疏
文
に
お
い
て
述
べ
た
漢
代
准
北
平
原
の
開
発
方
法
は
お
お
よ
そ
当
を
得
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
前
漢
で
は
准
北
平
原
西
部
に
の
み
陵
が
建
設
さ
れ
、
濫
北
平
原
東
部
に
は
破
が
造
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
現
地
の
地
理
的
環
境
に
適
し
た
開
発
の
方
法
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
杜
預
は
魏
代
以
降
、
乱
開
発
が
す
す
み
、
平
原
に
多
く
の
破
が
建
設
さ
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
破
の
建
設
に
適
さ
な
い
准
北
平
原
東
部
に
お
け
る
破
の
建
設
が
始
ま
っ
た
の
は
魏
代
で
は
な
く
後
漢
代
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
に
関
し
て
は
杜
預
の
見
解
に
多
少
の
誤
り
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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注
（
1
）
　
威
寧
四
年
の
杜
預
上
疏
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
魏
晋
期
准
北
　
　
平
原
の
地
域
開
発
　
　
威
寧
四
年
杜
預
上
疏
の
検
討
　
　
」
　
　
『
史
学
」
七
〇
1
三
・
四
号
、
二
〇
〇
一
年
、
参
照
。
（
2
）
　
破
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
西
山
武
一
は
肢
を
傾
　
　
斜
地
で
谷
川
を
堰
き
止
め
る
ダ
ム
型
式
の
貯
水
池
と
定
義
す
る
　
　
（
「
中
国
に
お
け
る
水
稲
農
業
の
発
達
」
『
農
業
総
合
研
究
』
三
　
　
－
一
、
一
九
四
九
年
、
の
ち
『
ア
ジ
ア
的
農
法
と
農
業
社
会
」
　
　
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
九
年
所
収
）
。
ま
た
、
福
井
捷
朗
　
　
は
阪
を
①
丘
陵
段
丘
状
の
小
溜
め
池
②
平
野
出
口
の
谷
締
切
型
　
　
貯
水
池
③
平
野
部
で
の
自
然
堤
防
型
貯
水
池
と
三
種
類
に
分
類
　
　
し
て
い
る
（
「
火
耕
水
褥
の
議
論
に
よ
せ
て
ー
ひ
と
つ
の
農
　
　
学
的
見
解
」
『
農
耕
の
技
術
』
三
号
、
一
九
八
〇
年
）
。
（
3
）
　
澤
に
対
す
る
人
間
の
か
か
わ
り
か
た
に
関
し
て
は
拙
稿
「
中
　
　
国
古
代
の
山
林
藪
澤
　
　
人
間
は
自
然
環
境
を
ど
う
見
た
か
」
　
　
『
学
習
院
史
学
』
四
三
号
、
二
〇
〇
五
年
参
照
。
（
4
）
　
秦
漢
時
代
の
陵
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、
佐
藤
武
　
　
敏
「
古
代
に
お
け
る
江
濫
地
方
の
水
利
開
発
」
『
人
文
研
究
』
　
　
＝
ニ
ー
七
、
大
阪
市
立
大
学
文
学
会
、
一
九
六
二
年
、
「
江
濫
　
　
地
方
の
水
利
開
発
」
『
歴
史
教
育
』
一
六
－
一
〇
、
一
九
六
八
　
　
年
、
木
村
正
雄
「
破
渠
灌
概
」
『
中
国
古
代
帝
国
の
形
成
　
　
特
に
そ
の
成
立
の
基
礎
条
件
　
　
」
不
昧
堂
書
店
、
一
九
六
五
　
　
年
（
の
ち
、
二
〇
〇
三
年
に
比
較
文
化
研
究
所
よ
り
新
訂
版
刊
　
　
行
）
な
ど
が
あ
る
。
（
5
）
　
本
稿
の
地
名
比
定
は
特
別
な
注
記
の
な
い
か
ぎ
り
、
諌
其
駿
　
　
主
編
『
中
国
歴
史
地
図
集
第
二
冊
』
地
図
出
版
社
、
一
九
八
二
　
　
年
に
よ
っ
た
。
（
以
下
『
中
国
歴
史
地
図
集
』
と
す
る
）
（
6
）
　
初
汝
南
奮
有
鴻
隙
大
破
、
郡
以
為
饒
、
成
帝
時
関
東
数
水
、
　
　
破
溢
為
害
、
方
進
為
相
、
与
御
史
大
夫
孔
光
共
遣
操
行
視
、
以
　
　
為
決
去
破
水
、
其
地
肥
美
、
省
堤
防
費
、
而
無
水
憂
、
遂
奏
罷
　
　
之
。
（
『
漢
書
』
奮
方
進
伝
）
（
7
）
　
是
後
民
失
其
利
、
多
致
飢
困
。
時
有
謡
歌
日
「
敗
我
破
者
奮
　
　
子
威
、
飴
我
豆
、
亨
我
芋
魁
。
反
乎
覆
、
破
當
復
」
（
『
漢
書
』
　
　
覆
方
進
伝
）
（
8
）
　
（
郡
農
）
復
為
汝
南
太
守
…
…
農
興
鴻
郡
破
数
千
頃
田
、
汝
　
　
土
以
股
、
魚
稲
之
饒
、
流
術
宮
郡
。
（
『
後
漢
書
』
郡
農
伝
）
。
　
　
な
お
、
『
北
堂
書
砂
』
巻
三
十
九
引
『
東
観
漢
記
』
郡
展
伝
に
　
　
は
「
郵
農
陳
留
郡
と
為
り
、
鴻
郡
肢
を
興
し
、
数
千
頃
を
益
す
」
　
　
と
あ
り
、
陳
留
郡
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
9
）
　
汝
南
旧
有
鴻
郡
肢
、
成
帝
時
、
丞
相
奮
方
進
奏
殿
敗
之
。
建
　
　
武
中
、
太
守
鄙
農
欲
修
復
其
功
、
聞
楊
曉
水
脈
、
召
與
議
之
。
　
　
…
農
大
悦
、
因
署
楊
為
都
水
檬
、
使
典
其
事
。
楊
因
高
下
形
執
、
　
　
起
塘
四
百
飴
里
、
数
年
乃
立
。
百
姓
得
其
便
、
累
歳
大
稔
。
　
　
（
『
後
漢
書
』
方
術
・
許
楊
伝
）
（
1
0
）
　
熊
會
貞
は
『
後
漢
書
』
許
楊
伝
に
「
塘
四
百
余
里
」
と
あ
る
　
　
こ
と
か
ら
、
鴻
郡
陵
は
准
水
の
北
か
ら
汝
南
県
（
清
代
）
の
東
　
　
に
至
る
ま
で
の
範
囲
に
あ
っ
た
と
す
る
（
『
水
経
注
疏
』
）
。
『
中
　
　
国
歴
史
地
図
集
』
で
は
熊
氏
の
説
に
従
っ
て
、
清
代
の
汝
南
県
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の
東
か
ら
南
は
…
准
河
ま
で
と
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
鴻
郡
破
　
　
の
そ
の
後
に
つ
い
て
、
熊
會
貞
は
「
三
月
、
京
師
大
い
に
飢
え
、
　
　
民
相
い
食
む
…
…
癸
巳
、
詔
し
て
鴻
池
を
以
て
貧
民
に
仮
与
す
」
　
　
（
『
後
漢
書
』
安
帝
紀
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
漢
中
期
に
は
破
　
　
池
と
し
て
は
保
持
さ
れ
ず
に
、
廃
さ
れ
た
と
考
え
る
（
『
水
経
　
　
注
疏
』
）
。
し
か
し
、
こ
の
鴻
池
は
『
後
漢
書
』
の
注
に
「
『
績
　
　
漢
書
』
曰
く
『
鴻
池
は
洛
陽
東
二
十
里
に
在
り
』
」
と
あ
り
、
　
　
洛
陽
東
に
あ
る
池
を
示
す
も
の
で
、
鴻
郡
陵
を
示
す
も
の
で
は
　
　
な
い
。
す
な
わ
ち
、
『
水
経
注
』
時
期
ま
で
は
実
際
に
残
っ
て
　
　
い
た
が
、
『
元
和
郡
県
図
志
』
で
は
過
去
の
遺
跡
と
し
て
記
載
　
　
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
水
経
注
』
の
時
代
か
ら
唐
代
に
か
　
　
け
て
廃
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
（
1
1
）
　
何
倣
為
汝
南
太
守
、
修
治
鯛
陽
之
蕾
阪
、
概
田
萬
頃
、
墾
田
　
　
三
萬
蝕
、
威
頼
其
利
、
吏
民
刻
石
、
頒
敵
功
徳
。
（
『
北
堂
書
砂
』
　
　
巻
七
四
引
華
嬌
『
後
漢
書
』
何
敵
伝
）
（
1
2
）
　
漢
霊
帝
建
寧
三
年
、
新
票
長
河
南
猴
氏
李
言
上
請
修
復
青
肢
。
　
　
…
灌
概
五
百
飴
頃
。
（
『
水
経
注
」
汝
水
注
）
（
1
3
）
　
長
房
辞
帰
、
翁
與
一
竹
杖
日
「
騎
此
任
所
之
、
則
自
至
　
。
　
　
既
至
、
可
以
杖
投
葛
破
中
也
」
（
『
後
漢
書
』
方
術
・
費
長
房
伝
）
（
1
4
）
　
時
汝
南
葛
破
賊
萬
余
人
攻
少
不
敵
、
力
戦
疲
極
。
（
『
一
二
国
志
』
　
　
魏
志
・
許
楮
伝
）
（
1
5
）
　
有
先
人
草
盧
結
干
岡
畔
、
下
有
肢
田
、
常
騨
勤
以
自
給
、
非
　
　
身
所
耕
漁
則
不
食
。
（
『
後
漢
書
』
周
愛
伝
）
（
1
6
）
　
『
太
平
御
覧
』
巻
八
二
一
引
華
嬌
『
後
漢
書
』
周
愛
伝
で
は
　
　
「
破
田
」
で
は
な
く
、
「
陵
田
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
堤
防
も
し
　
　
く
は
丘
陵
に
つ
く
ら
れ
た
田
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
（
1
7
）
　
後
葬
汝
南
太
守
。
郡
多
破
池
、
歳
歳
決
壊
、
年
費
常
三
千
齢
　
　
萬
。
翌
乃
上
作
方
梁
石
油
、
水
常
饒
足
、
概
田
倍
多
、
人
以
股
　
　
富
。
（
『
後
漢
書
』
飽
昼
伝
）
（
1
8
）
　
『
北
堂
書
妙
』
巻
七
四
引
司
馬
彪
『
続
漢
書
』
飽
翌
伝
に
は
、
　
　
「
（
鞄
）
翌
為
汝
南
太
守
、
郡
多
肢
池
、
水
恒
不
足
、
作
方
梁
石
　
　
油
、
止
之
、
水
方
足
也
」
と
あ
り
、
常
に
水
不
足
に
陥
っ
て
い
　
　
た
た
め
に
、
石
の
溝
を
造
り
、
そ
れ
を
く
い
止
め
た
。
（
1
9
）
　
ま
た
、
『
水
経
注
』
准
水
注
引
『
十
三
州
志
』
に
は
、
「
漢
和
　
　
帝
永
元
九
年
、
汝
陰
を
分
け
て
置
く
。
破
塘
多
く
、
以
て
稲
を
　
　
概
す
、
故
に
富
披
県
と
日
う
な
り
。
」
と
あ
り
、
後
漢
中
期
に
　
　
富
披
県
周
辺
に
は
破
塘
が
多
く
建
設
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
富
披
　
　
県
は
『
漢
書
』
地
理
志
の
富
波
県
を
指
し
、
ま
た
、
『
三
国
志
』
　
　
呉
志
・
呂
蒙
伝
に
は
「
汝
南
富
陵
の
人
な
り
」
と
あ
り
、
「
富
　
　
披
」
は
「
富
波
」
・
「
富
陵
」
と
も
記
さ
れ
た
。
富
破
県
は
濾
水
　
　
と
支
流
の
潤
水
と
の
間
に
位
置
す
る
。
（
2
0
）
　
（
灌
）
家
累
数
千
萬
、
食
客
日
数
十
百
人
、
肢
池
田
園
、
宗
　
　
族
賓
客
為
権
利
、
横
於
頴
川
。
（
『
史
記
』
魏
其
武
安
侯
列
伝
）
（
2
1
）
　
（
元
和
）
三
年
、
遷
下
郵
相
、
徐
縣
北
界
有
蒲
陽
披
、
傍
多
　
　
良
田
、
而
埋
廃
莫
修
。
（
張
）
禺
為
開
水
門
、
通
引
灌
概
、
遂
　
　
為
敦
田
数
百
頃
。
（
『
後
漢
書
』
張
萬
伝
）
（
2
2
）
　
そ
の
大
き
さ
は
、
『
後
漢
書
』
張
禺
伝
注
引
『
東
観
漢
記
』
　
　
に
、
「
（
蒲
陽
）
披
水
の
廣
二
十
里
、
径
且
百
里
、
道
の
西
に
在
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り
、
其
の
東
田
萬
頃
可
り
有
り
。
」
と
あ
る
。
（
2
3
）
　
『
爾
雅
』
釈
地
の
中
で
、
准
北
平
原
に
位
置
し
て
い
た
と
考
　
　
え
ら
れ
る
も
の
は
、
魯
の
大
野
・
宋
の
孟
諸
・
鄭
の
圃
田
が
あ
　
　
り
、
『
周
礼
』
夏
官
職
方
氏
で
は
豫
州
の
圃
田
・
青
州
の
孟
諸
・
　
　
党
州
の
大
野
、
『
准
南
子
』
墜
形
訓
で
は
晋
の
大
陸
・
鄭
の
圃
　
　
田
・
宋
の
孟
諸
が
見
ら
れ
る
。
（
2
4
）
　
な
お
、
『
東
観
漢
記
』
・
蓑
山
松
『
後
漢
書
』
で
は
「
長
垣
澤
」
、
　
　
『
績
漢
書
』
・
『
後
漢
紀
』
・
『
水
経
注
』
濟
水
注
で
は
「
長
羅
澤
」
　
　
と
あ
る
。
前
漢
時
代
の
長
羅
県
は
長
垣
県
の
や
や
北
に
あ
っ
た
　
　
県
で
（
『
中
国
歴
史
地
図
集
』
に
よ
る
）
、
両
県
の
中
間
に
こ
の
　
　
澤
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
（
2
5
）
　
（
凌
儀
）
県
有
倉
頷
・
師
畷
城
、
上
有
列
倦
之
吹
皇
、
北
有
　
　
牧
澤
、
中
出
蘭
蒲
、
上
多
備
髭
、
衿
帯
牧
澤
、
方
一
十
五
里
、
　
　
俗
謂
之
蒲
関
澤
、
即
謂
此
　
（
『
水
経
注
』
渠
水
注
引
『
陳
留
　
　
風
俗
伝
』
）
。
な
お
、
『
陳
留
風
俗
伝
』
は
後
漢
・
圏
称
の
撰
で
　
　
（
『
旧
唐
書
』
経
籍
志
）
、
後
漢
代
の
地
方
志
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
　
　
の
ち
侠
文
と
な
り
、
現
在
は
『
水
経
注
』
な
ど
の
引
用
文
と
し
　
　
て
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
後
漢
時
代
の
陳
留
郡
の
様
子
を
　
　
示
す
有
効
な
史
料
と
い
え
る
。
（
2
6
）
　
『
水
経
注
』
渠
水
注
引
『
陳
留
風
俗
伝
』
に
は
「
梁
孝
王
増
　
　
築
」
と
あ
り
、
ま
た
、
『
太
平
御
覧
』
巻
一
七
八
引
『
郡
国
志
』
　
　
に
は
、
「
沐
城
上
有
列
仙
吹
毫
、
西
有
牧
澤
、
雨
道
二
百
里
。
　
　
漢
梁
孝
王
所
造
。
今
謂
之
赤
堤
」
と
あ
る
。
（
2
7
）
　
漢
文
帝
封
孝
王
干
梁
、
孝
王
以
土
地
下
渥
、
東
都
唯
陽
、
　
　
又
改
日
梁
。
（
『
水
経
注
』
渠
水
注
）
（
2
8
）
　
『
史
記
』
魏
世
家
に
は
「
（
魏
恵
王
十
六
年
）
侵
宋
黄
池
、
宋
　
　
復
取
之
」
と
あ
り
、
韓
世
家
に
は
「
（
韓
昭
侯
二
年
）
宋
取
我
　
　
黄
池
」
と
あ
る
。
（
2
9
）
　
楊
倫
字
仲
理
、
陳
留
東
昏
人
也
…
遂
去
職
、
不
復
懸
州
郡
命
、
　
　
講
授
於
大
澤
中
、
弟
子
至
千
饒
人
。
（
『
後
漢
書
』
儒
林
・
楊
倫
　
　
伝
）
（
3
0
）
　
ま
た
、
『
後
漢
紀
』
桓
帝
紀
に
は
「
陳
留
の
人
、
夏
酸
…
郡
　
　
内
多
く
豪
族
あ
り
、
奢
に
し
て
薄
徳
な
り
、
未
だ
嘗
て
門
を
過
　
　
ぎ
ず
。
躬
ら
澤
畔
を
耕
し
、
経
書
を
以
て
自
ら
娯
む
。
」
と
あ
　
　
り
、
具
体
的
に
位
置
す
る
県
名
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
陳
　
　
留
郡
に
お
け
る
澤
の
事
例
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
。
（
3
1
）
　
『
史
記
』
夏
本
紀
正
義
引
『
括
地
志
』
に
「
荷
澤
は
曹
州
濟
　
　
陰
縣
東
北
九
十
里
定
陶
城
の
東
に
在
り
、
今
は
龍
池
と
名
し
、
　
　
亦
た
九
卿
陵
と
名
す
。
」
と
あ
り
、
こ
の
付
近
に
は
漢
か
ら
唐
　
　
代
に
至
る
ま
で
何
ら
か
の
貯
水
池
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
　
　
か
る
。
（
3
2
）
　
孫
期
字
仲
或
、
濟
陰
成
武
人
也
。
…
家
貧
、
事
母
至
孝
、
牧
　
　
家
於
大
澤
中
、
以
奉
養
焉
。
（
『
後
漢
書
』
儒
林
列
伝
・
孫
期
伝
）
（
3
3
）
　
『
水
経
注
』
濟
水
注
に
は
「
何
澤
」
、
『
水
経
注
』
濟
水
注
引
　
　
『
左
伝
』
に
は
「
阿
澤
」
と
あ
る
。
（
3
4
）
　
『
史
記
』
高
祖
本
紀
に
は
「
大
澤
之
破
」
と
あ
る
。
こ
の
　
　
「
肢
し
に
つ
い
て
、
『
漢
書
』
高
帝
紀
注
に
は
「
蓄
水
、
破
と
日
　
　
う
。
蓋
し
澤
陵
の
堤
塘
之
上
に
於
い
て
休
息
し
て
、
寝
媒
す
る
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な
り
。
」
と
あ
り
、
「
破
」
は
大
澤
の
中
の
貯
水
池
そ
の
も
の
を
　
　
指
す
も
の
で
、
劉
邦
の
母
は
そ
の
周
囲
に
あ
る
堤
塘
（
堤
防
）
　
　
の
上
で
休
息
し
て
い
た
と
し
て
い
る
。
前
掲
注
（
四
）
佐
藤
等
　
　
の
諸
論
文
で
も
こ
の
「
陵
」
を
阪
池
そ
の
も
の
と
解
し
て
、
肢
　
　
の
デ
ー
タ
の
一
例
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
破
」
に
　
　
は
池
澤
の
堤
を
示
す
場
合
が
あ
り
、
こ
こ
の
「
大
澤
之
肢
」
は
　
　
「
豊
県
に
あ
る
大
澤
の
堤
防
」
と
解
し
た
。
（
3
5
）
　
獲
水
又
東
逞
長
楽
固
北
、
己
氏
県
南
、
東
南
流
運
干
蒙
澤
　
　
（
『
水
経
注
』
獲
水
注
）
（
3
6
）
　
『
史
記
』
夏
本
紀
で
は
「
明
都
」
、
『
爾
雅
』
釈
地
及
び
『
左
　
　
伝
』
で
は
「
孟
諸
」
、
『
周
礼
』
で
は
「
望
諸
」
、
『
尚
書
」
は
　
　
「
孟
瀦
」
と
あ
る
。
（
3
7
）
　
河
南
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『
永
城
西
漢
梁
国
王
陵
与
寝
園
』
　
　
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
参
照
（
3
8
）
　
前
掲
注
（
2
）
福
井
論
文
。
（
3
9
）
　
獅
逸
麟
編
著
（
『
中
国
歴
史
地
理
概
述
』
福
建
人
民
出
版
社
、
　
　
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。
な
お
、
近
年
、
黄
河
下
流
の
河
道
変
遷
　
　
と
中
国
社
会
の
歴
史
と
の
か
か
わ
り
を
論
じ
た
も
の
に
、
浜
川
　
　
栄
「
黄
河
変
遷
史
か
ら
見
た
中
国
社
会
の
一
側
面
」
（
『
早
稲
田
　
　
大
学
高
等
学
院
研
究
年
誌
』
四
五
号
、
二
〇
〇
一
年
）
、
小
林
　
　
善
文
「
生
態
環
境
よ
り
見
た
黄
河
史
」
（
『
神
女
大
史
学
』
二
〇
　
　
号
、
二
〇
〇
三
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
拙
稿
「
黄
河
の
断
流
－
　
　
黄
河
変
遷
史
か
ら
の
視
点
」
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
七
五
号
、
二
〇
　
　
〇
五
年
も
参
照
。
（
4
0
）
　
張
駅
簑
「
漢
王
城
・
楚
王
城
初
歩
調
査
」
（
『
文
物
』
一
九
七
　
　
三
年
一
期
）
参
照
。
な
お
、
一
九
九
九
年
八
月
六
日
か
ら
十
九
　
　
日
ま
で
、
准
北
平
原
に
位
置
す
る
毫
州
・
商
丘
・
鄭
州
・
開
封
・
　
　
徐
州
の
諸
都
市
を
本
稿
執
筆
の
事
前
調
査
の
た
め
訪
れ
た
。
（
4
1
）
　
こ
の
ほ
か
、
『
漢
書
』
地
理
志
に
は
「
沈
水
河
東
垣
縣
東
の
　
　
王
屋
山
よ
り
出
で
、
東
し
て
河
に
至
り
、
内
武
徳
河
に
入
る
、
　
　
あ
ふ
　
　
洪
れ
て
榮
と
為
る
」
と
あ
り
、
沈
水
は
濟
水
の
こ
と
で
、
濟
水
　
　
が
河
水
と
合
流
し
、
あ
ふ
れ
て
榮
澤
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
み
　
　
え
る
。
（
4
2
）
　
前
掲
注
（
2
）
福
井
論
文
。
（
4
3
）
　
自
牛
疫
已
来
、
穀
食
連
少
、
良
由
吏
教
未
至
、
刺
史
・
二
千
　
　
石
不
以
為
負
。
其
令
郡
国
募
人
無
田
欲
徒
宮
界
就
肥
饒
者
、
恣
　
　
聴
之
。
到
在
所
、
賜
給
公
田
、
為
雇
耕
傭
、
賃
種
餉
、
貰
与
田
　
　
器
、
勿
牧
租
五
歳
、
除
葬
三
年
。
其
後
欲
還
本
郷
者
、
勿
禁
。
　
　
（
『
後
漢
書
』
章
帝
紀
）
（
4
4
）
　
王
景
の
有
破
開
発
に
関
し
て
は
拙
稿
「
中
国
古
代
准
南
の
都
　
　
市
と
環
境
ー
寿
春
と
筍
破
1
」
『
中
国
水
利
史
研
究
』
二
　
　
九
号
、
二
〇
〇
一
年
。
（
4
5
）
　
榮
澤
に
関
す
る
『
史
記
』
夏
本
紀
集
解
に
、
「
鄭
玄
云
う
　
　
『
今
塞
ぎ
て
平
地
と
為
る
、
榮
陽
の
人
猶
ほ
其
の
処
を
謂
う
に
　
　
榮
播
と
為
す
』
と
。
」
と
あ
る
。
こ
の
記
載
か
ら
榮
澤
全
体
が
　
　
湿
地
で
は
な
く
な
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
が
、
前
漢
末
期
に
少
　
　
な
く
と
も
榮
陽
付
近
の
榮
澤
の
一
部
で
は
周
囲
を
塞
い
で
干
拓
　
　
し
、
農
地
化
す
る
開
発
が
す
す
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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The　regional　development　of　the　Huaibei（准北）
the　Han　Dynasty
Plain　during
MURAMATSU　Koichi
Key　word：aIlcient　China，　Han
development，　nature
Dynasty，　Huaibei　plain，　regional
　　　　DuYu（杜預）reported　the　development　of　the　Huaibei　plain　in　the
Wei－Jin　period．　In　this　report，　he　showed　the　manner　in　which　the
Huaibei　plain　developed　during　the　Han　Dynasty．　This　thesis　aims　to
verify　the　accuracy　of　his　opinion　using　concrete　historical　materials．
In　this　thesis，　I　focus　on　Zhe　（澤）and　Bei（破）．　Bei　is　an　artificial
pond，　while　Zhe　is　an　untouched　natural　environment．　Through　the
dates　of　Zhe　and　Bei　in　the　Huaibei　plain，　I　understand　that　Bei　was
constructed　in　the　eastern　part　of　the　Huaibei　plain，　but　Zhe　did　not
exist　at　that　time．　On　the　other　hand，　in　the　western　part　of　the
Huaibei　plain，　although　Zhe　existed　in　abundance，　Bei　had　not　been
constructed・　One　of　the　Zhe　found　in　the　eastern　part　is　the　back
marsh　that　exceeded　the　natural　levee　with　river　water，　forming　the
branch．　Another　Zhe　was　formed　by　the　collision　of　the　River　Huang
He（黄河）with　the　Shandong（山東）hill．　Zhe　was　significantly　related
to　the　increase　and　decrease　in　the　volume　of　the　River　Huang　He．　If
Bei　were　to　be　constructed　here，　a　flood　would　occur　every　time　the
River　Huang　He　would　flood．　Therefore，　Gou（溝）and　Qu（渠）were
constructed，　but　Bei　was　not　made．　In　the　Eastern　Han　Dynasty，
since　disasters　such　as　rinderpests　occurred　frequently　in　various
places，　Bei　was　constructed　in　the　eastern　part　of　the　Huaibei　plain　for
the　purpose　of　improving　food　production．　However，　this　development
became　the　cause　of　frequent　flooding　in　the　Huaibei　plain．
，
－「
1
